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住
民
が
熱
い
想
い
を
込
め
、
地
域
で
長
く
受
け
継
い
で
き
た
、
伝
統
の
祭

り
。
沼
宮
内
稲
荷
神
社
例
大
祭
で
あ
る
岩
手
町
秋
ま
つ
り
は
、
県
内
秋
ま
つ

り
の
最
後
を
飾
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
華
麗
な
南
部
風
流
山
車
や
北
上
川
清
流

太
鼓
の
屋
台
が
練
り
歩
き
、
郷
土
芸
能
の
沼
宮
内
駒
踊
り
や
五
日
市
獅
子
踊

り
、沼
宮
内
七
ツ
踊
り
が
舞
い
歩
い
て
花
を
添
え
、町
内
は
祭
り
一
色
に
。
一
方
、

川
口
豊
城
稲
荷
神
社
例
大
祭
・
通
称
「
川
口
秋
ま
つ
り
」
は
秋
浦
地
区
の
大

名
行
列
「
ド
ッ
コ
イ
」
が
有
名
。
郷
土
芸
能
の
川
口
き
つ
ね
踊
り
や
川
口
神
楽
、

野
原
さ
ん
さ
踊
り
も
ハ
レ
の
日

を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
岩
手
町
夏
ま
つ

り
」「
岩
手
町
産
業
ま
つ
り
」「
ク

ラ
フ
ト
市
」
も
、
町
が
賑
わ
う

人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

1546-1599

一
方
井
で
生
ま
れ
た
戦
国
時
代
か
ら
安
土
桃
山
時
代
か
け
て

の
武
将
で
、
南
部
家
26
代
当
主
。
豊
臣
秀
吉
に
臣
従
し
、
盛

岡
に
居
城
を
定
め
て
築
城
に
着
手
し
ま
し
た
。
盛
岡
の
町
の

基
盤
は
信
直
公
に
よ
っ
て
つ
く
り
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
す
。

南
部
藩
中
興
の
祖

武
将

南な

ん

部ぶ 

信の

ぶ

直な

お

1913-1945

川
口
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
小
学
生
の
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え

て
宝
塚
歌
劇
団
で
活
躍
。
さ
ら
に
１
９
４
３
年
、
映
画
「
無

法
松
の
一
生
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
役
を
演
じ
て
名
声
を
博
し
ま
し

た
が
、
広
島
の
原
爆
に
遭
遇
し
、
非
業
の
死
を
遂
げ
ま
し
た
。

原
爆
に
散
っ
た
命

女
優

園そ

の

井い 

惠け

い

子こ

　

岩
手
町
の
長
い
歴
史
に
、
そ
の
名
が
刻

ま
れ
た
人
々
が
い
ま
す
。
新
し
い
明
日
を

切
り
拓
い
て
い
こ
う
と
す
る
私
た
ち
は
、

町
の
誇
り
と
い
う
べ
き
先
人
の
志
や
功
績

か
ら
、
多
く
の
ヒ
ン
ト
や
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

川
口
出
身
。
ベ
ル
リ
ン
五
輪
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

コ
ー
チ
、
戦
前
戦
後
は
母
校
の
早
稲
田
大
学
サ
ッ

カ
ー
部
監
督
を
務
め
た
。
岩
手
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
設
立
に
尽
力
し
１
９
５
０
年
、
初
代
会
長
に
。

優
秀
な
選
手
を
育
成1901-1971

サ
ッ
カ
ー
指
導
者

工く

藤ど
う 

孝こ
う

一い
ち

７
歳
で
母
の
出
身
地
・
沼
宮
内
へ
。
10
歳
頃
の

病
気
で
目
と
耳
に
障
が
い
が
残
り
ま
し
た
が
、

読
書
を
欠
か
さ
ず
短
歌
を
作
り
、
歌
集
『
土
の

匂
い
』『
わ
く
ら
葉
』
を
出
版
し
ま
し
た
。

沼
宮
内
小
に
歌
碑

1902-1931

歌
人下し

も

山や
ま 

清き
よ
し

明
治
維
新
後
、
五
日
市
に
漢
学
塾
を
開
き
、
若

い
世
代
の
教
育
に
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。
教
え

子
た
ち
は
政
治
家
や
実
業
家
、
教
育
者
な
ど
に

な
っ
て
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

塾
を
開
き
青
年
教
育1817-1897

南
部
藩
士
・
教
育
者

板い
た
が
き垣 

桑そ
う
い
ん蔭

沼
宮
内
町
長
、
国
会
議
員
な
ど
と
し
て
活
躍
。

た
ば
こ
栽
培
の
振
興
や
国
道
整
備
、
東
北
銀
行

の
設
立
な
ど
、
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
ま

し
た
。
１
９
７
２
年
、
名
誉
町
民
第1

号
に
。

地
域
の
発
展
に
貢
献1899-1971

政
治
家
・
実
業
家

柴し
ば

田た 

兵ひ
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」「
こ
こ
に
幸
あ
り
」
な
ど
の

作
詞
で
昭
和
の
歌
謡
史
に
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

父
の
出
身
地
・
沼
宮
内
に
本
籍
を
お
き
、
第
二

の
故
郷
と
し
て
想
い
を
寄
せ
ま
し
た
。

歌
謡
史
に
輝
く
業
績1901-1970

作
詞
家

髙た
か
は
し橋 

掬き
く

太た

郎ろ
う

東
京
で
活
躍
後
、
帰
郷
し
て
美
術
集
団
「
エ
コ
ー

ル
・
ド
・
エ
ヌ
」
創
立
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
。
岩

手
町
国
際
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、

文
化
振
興
に
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

文
化
振
興
を
牽
引

1926-1985

画
家
・
芸
術
家

齋さ
い

藤と
う 

忠ち
ゅ
う

誠せ
い

岩
手
町
秋
ま
つ
り

川
口
秋
ま
つ
り

ク
ラ
フ
ト
市

産
業
ま
つ
り

祭
り

先
人
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隣
に
あ
る
岩
手
町
彫
刻
公
園
を
は
じ
め
、

石
神
の
丘
美
術
館
や
公
共
施
設
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
点
を
超
え

る
作
品
群
に
よ
り
、
今
で
は
町
全
体
が

彫
刻
の
美
術
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
の
駅
が
２
０
２
２（
令
和

４
）
年
に
20
周
年
を
迎
え
る
節
目
を
前

に
、
屋
外
展
示
場
を
大
規
模
改
修
。
新

た
な
作
品
や
デ
ザ
イ
ン
遊
具
の
設
置
、

四
季
の
草
花
の
植
栽
な
ど
を
行
い
、「
花

と
ア
ー
ト
の
森
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
自
然
と
芸
術
が
楽
し
め
る
と

町
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
ア
ー
ト
空
間
は
、
町
の

文
化
と
魅
力
を
発
信
す
る
大
切
な
財
産

で
す
。

ド・パ
リ
」に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
エ
ヌ
」
は
沼
宮
内
の
頭
文
字
で
す
。
メ
ン

バ
ー
は
、
盛
岡
や
仙
台
・
東
京
、
さ
ら
に

は
パ
リ
で
も
展
覧
会
を
開
催
し
、
北
国
の

美
術
集
団
と
し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

文
化
活
動
や
国
際
交
流
が
続
け
ら
れ

る
な
か
、
１
９
７
３（
昭
和
48
）年
か
ら

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
エ
ヌ
と
町
の
共
催
で
「
岩

手
町
国
際
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
岩
手
町
は
独
特
の
硬
さ
と

深
い
色
合
い
を
持
つ
黒
御
影
石
の
産
地
。

こ
の
石
を
素
材
に
、
国
内
外
の
彫
刻
家
が

毎
夏
、
石
彫
を
制
作
し
ま
し
た
。
石
彫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
２
０
０
３（
平
成
15
）

年
ま
で
30
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
作
品
は
町
に
寄
贈
さ
れ
、
役
場
の

輝
き
続
け
る
ホ
ッ
ケ
ー
の
町

　

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
の
岩
手
国
体

で
競
技
の
会
場
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

岩
手
町
は
ホ
ッ
ケ
ー
を
町
技
に
し
ま
し

た
。
以
来
、
幅
広
い
年
齢
層
の
町
民
が

ホ
ッ
ケ
ー
に
親
し
み
、
沼
宮
内
高
校
を

は
じ
め
、
小
学
校
か
ら
社
会
人
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
ま
で
、
何
度
も
全
国
制
覇
を
達

成
す
る
な
ど
、
輝
か
し
い
戦
績
を
残
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
京
２
０
０
８
の
小

石
彫
が
伝
え
る
町
の
文
化
史

　

岩
手
県
初
の
野
外
彫
刻
美
術
館
と
し

て
１
９
９
３（
平
成
５
）年
に
開
館
し
た

石
神
の
丘
美
術
館
。
２
０
０
２
（
平
成

14
）年
７
月
、
隣
接
す
る
道
の
駅
石
神
の

沢
み
さ
き
さ
ん
、
ロ
ン
ド
ン
２
０
１
２
の

田
中
泉
樹
さ
ん
、
東
京
２
０
２
０
の
田

中
海
渡
さ
ん
、
及
川
栞
さ
ん
、
瀬
川
真

帆
さ
ん
と
、
５
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
輩

出
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
県
内
初
の
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー

場
を
擁
す
る
総
合
運
動
公
園
、
文
化
活

動
に
も
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ

ン
タ
ー「
森
の
ア
リ
ー
ナ
」を
整
備
。「
だ

れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
を
掲

げ
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
筆
頭
に
、
そ
の
ほ
か

の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

丘
の
開
業
に
合
わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

さ
ら
に
２
０
２
０（
令
和
２
）年
９
月
の

再
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
生
ま
れ
か
わ
っ
た

「
花
と
ア
ー
ト
の
森
」
は
、
里
山
の
自
然

を
感
じ
な
が
ら
芸
術
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
好
評
で
す
。

　

町
が
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
町
立
美
術
館
を
運
営
す
る
に

至
っ
た
背
景
に
は
、
芸
術
文
化
を
牽
引

す
る
先
人
が
い
た
こ
と
と
黒
御
影
石
の
産

地
で
あ
る
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
７（
昭
和
32
）年
５
月
、
情
熱

に
満
ち
た
美
術
集
団
「
エ
コ
ー
ル
・
ド
・

エ
ヌ
」が
誕
生
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、

地
元
の
画
家
・
齋
藤
忠
誠
氏
の
も
と
に

集
ま
っ
た
町
民
な
ど
９
人
。
団
体
名
は
、

１
９
２
０
年
代
に
パ
リ
で
制
作
し
て
い
た

画
家
た
ち
の
集
ま
り
で
あ
る
「
エ
コ
ー
ル
・

魅
力
が
い
っ
ぱ
い  

い
わ
て
ま
ち

ア
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
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豊
か
な
食
を
町
外
に
発
信

　

農
作
物
の
栽
培
に
適
し
た
岩
手
町
は
、

県
内
一
の
野
菜
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。
甘

さ
と
瑞
々
し
い
緑
色
が
特
徴
の
「
い
わ
て

春
み
ど
り
」
は
、
今
で
は
ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ベ
ツ
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
町
内
で
の
栽
培
の
歴
史
が
１
０
０

年
を
超
え
る
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
主
力
の
春

系
キ
ャ
ベ
ツ
を
中
心
に
東
北
一
の
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
レ
タ
ス
、
大

根
、
長
い
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ピ
ー

マ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
栽
培
。

岩
手
県
の
野
菜
総
合
生
産
基
地
と
し
て

全
国
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

野
菜
類
に
加
え
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

栽
培
も
盛
ん
で
す
。
ワ
イ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
の
飲
料
、
ま
ん
じ
ゅ
う
や
カ
レ
ー
な

ど
の
食
品
と
し
て
も
加
工
さ
れ
、
道
の

駅
や
町
内
外
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

共
に
創
る
明
る
い
ミ
ラ
イ

　
岩
手
町
は
２
０
２
０（
令
和
２
）年
７

月
に
内
閣
府
か
ら
「
S‌

D‌

G‌

s
未
来
都

市
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
岩

手
町
S‌

D‌

G‌ s
未
来
都
市
共
創
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
S‌

D‌

G‌ s
と
は

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
こ
と
で
、

２
０
１
５
年
に
国
連
加
盟
１
９
３
カ
国

す
べ
て
が
合
意
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

貧
困
や
差
別
、
環
境
問
題
な
ど
、
地
球

が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
を
２
０
３
０

年
ま
で
に
達
成
し
よ
う
と
掲
げ
ら
れ
た
、

世
界
共
通
の
17
の
目
標
で
す
。

　

特
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
美
味
し
く
食
べ

て
も
ら
お
う
と
開
発
さ
れ
た
キ
ャ
ベ
ツ

専
用
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
「
キ
ャ
ベ
タ
リ
ア
ン

宣
言
」
は
話
題
を
集
め
、
消
費
拡
大
に

一
役
買
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
６
次
産

業
化
は
町
産
の
農
畜
産
物
の
フ
ァ
ン
を

増
や
す
上
で
重
要
と
考
え
、
町
は
６
次

産
業
化
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
に
関
す
る
消
費
者
意
識
の

高
ま
り
か
ら
、
生
産
物
に
安
全
と
安
心

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
農
業
生
産
工
程
管

理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）の
定
着
を
図
る
な
ど
、
生

活
者
の
視
点
に
立
っ
た
生
産
体
制
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
地
域
特
性
を
生
か
し
た
水
稲
、

園
芸
、
畜
産
な
ど
、
複
合
的
農
業
を
展

開
す
る
「
岩
手
町
型
農
業
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
栽
培
の

取
り
組
み
、
特
別
栽
培
農
産
物
の
促
進

の
ほ
か
、
畜
産
農
家
の
堆
肥
を
肥
料
と
し

て
活
用
す
る
耕
畜
連
携
な
ど
を
通
じ
て
、

「
環
境
保
全
型
農
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
は
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

を
理
念
と
す
る
S‌

D‌

G‌ s
の
取
り
組
み
を

進
め
、
町
の
活
性
化
、
長
期
的
に
発
展

す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
実
践
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
暮
ら
し
の
中
に
あ

る
課
題
の
解
決
の
た
め
の
活
動
で
あ
る

「
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」、
通
称
「
い
わ
て
町
ラ

ボ
」
を
実
施
。
こ
れ
は
町
内
外
の
人
を

巻
き
込
み
、
町
と
地
域
、
企
業
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
よ
り

豊
か
な
未
来
を
支
え
る
も
の
と
し
て
「
農

業
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
」「
森
林
・
も
の

づ
く
り
」
の
３
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
地
域
全
体
で
取
り
組
み
、
町
の

価
値
を
高
め
な
が
ら
持
続
可
能
性
を
追

求
し
ま
す
。
現
在
、「
農
業
の
担
い
手
確

保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
地
産
木
材
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
践
中
で
す
。

　
ま
た
、
未
来
都
市
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
地
域
外
の
人
々
や
企
業
・
団

体
な
ど
と
の
活
動
、
S‌

D‌

G‌ s
を
実
践
す

る
都
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
推
進
、

次
世
代
に
向
け
た
人
材
育
成
な
ど
を
通

じ
て
、
町
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
推
進
に
は
、
何

よ
り
も
町
と
住
民
の
「
共
創
」
が
重
要

で
す
。
町
に
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
の
手

で
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
主
体
性
を
大

切
に
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
世
界
か
ら

も
評
価
さ
れ
、
人
を
惹
き
つ
け
る
岩
手

町
へ
と
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

先
端
技
術
が
進
化
す
る
時
代
に
お
い

て
、
農
業
の
分
野
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）、Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）な
ど
を
活
用
し
、
省
力
化
や
品

質
向
上
な
ど
を
可
能
に
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
町
は
、
い
ち
早
く
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
先
進
技
術
の
普
及
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
題

材
に
、
農
業
を
楽
し
み
、
観
光
資
源
を

つ
く
り
だ
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７（
平
成
29
）

年
度
、
農
商
工
連
携
促
進
委
員
会
の
新

規
観
光
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
一
方
井
地
区

と
浮
島
地
区
の
２
カ
所
で
「
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
」
を
始
め
ま
し
た
。
一
方
井
地
区
で
は

一
方
井
小
学
校
の
５
年
生
が
参
加
し
、
デ

ザ
イ
ン
の
考
案
の
ほ
か
、
田
植
え
や
稲

刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
も
し
て
い
ま
す
。

　

見
て
楽
し
む
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
加
え

て
、
体
験
し
て
楽
し
む
「
と
う
も
ろ
こ
し

迷
路
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
約
１
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
畑
に
約
10
万
本

の
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
作
っ
た
迷
路

は
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
町
に
新

た
な
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
、
農
商
工
連
携

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
広
げ
て

い
ま
す
。

農
業

沼
宮
内
高
校

魅
力
化
で
未
来
を
拓
け

　
町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
沼
宮
内
高

校
の
入
学
生
徒
数
増
加
と
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
町
は
「
高
校
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
県
外
か
ら
の
入
学
生

を
受
け
入
れ
る
「
地
域
み
ら
い
留
学
」

で
す
。
２
０
２
２（
令
和
４
）年
に
は
、

強
豪
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
入
部
を
希
望
す

る
宮
城
県
の
生
徒
２
人
が
入
学
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
進
学
を
目
指
す
生
徒
が

無
料
で
受
講
で
き
る
公
営
塾
「
ゆ
は
ず

未
来
塾
」
の
設
置
、
生
徒
自
身
が
住
民

と
関
わ
り
な
が
ら
主
体
的
に
地
域
の
課

題
解
決
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
な
ど
を
通
じ
て
、
豊
か
な
学
び
の
場

を
提
供
。
郷
土
愛
を
胸
に
、
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

S‌

D‌

G‌s
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Pick up!

町が2020年から取り組んでいる「リビングラ
ボ」、通称「いわてまちラボ」は、町と地域、
企業がひとつになって推進するプロジェクト。
町の未来を支える「農業」「森林」「健康」と
いうテーマのもと、その課題解決のために地
域内外の人々が知恵を出し合って活動を展
開。笑顔いっぱいのまちづくりを進めています。

地域おこし協力隊「しごとクリエイター」として活動中の小田勝宣さん、笹渡繁巳さん、老松弘行さん（写真左から）。

リビングラボ

ま
ち
づ
く
り

わ
た
し
た
ち
が
創
る

わ
た
し
た
ち
が
創
る

  

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

い
わ
て
ま
ち

い
わ
て
ま
ち

住
む
ひ
と
・
来
る
ひ
と
み
ん
な
で
創
る
ま
ち

　

岩
手
町
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
岩
手
町
総
合
計
画
」
に
お
い
て
、「
わ

た
し
た
ち
が
創
る　

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い　

い
わ
て
ま
ち
」
と
い
う
将
来
像
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
町

民
が
一
体
と
な
る
よ
う
和
を
も
っ
て
諸
施

策
を
推
進
し
、
こ
の
将
来
像
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　

町
で
は
、誰
も
が
自
ら
考
え
て
行
動
し
、

参
加
す
る
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
ま
す
。
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
地

域
づ
く
り
を
進
め
、
一
人
ひ
と
り
が
活
躍

で
き
、
誇
り
に
思
え
る
夢
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
「
わ
た
し
た
ち

が
創
る
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」を
創
設
し
、

町
民
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
や
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
た
移
住
相
談
を
通
じ
て
、
移
住
・
定
住

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　「
ま
ち
づ
く
り
」
は
ひ
と
づ
く
り
で
す
。
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、「
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
関
心
を
持
ち
、

住
み
や
す
い
地
域
を
自
分
た
ち
で
創
っ
て
い
く
こ
と

で
、
こ
の
地
域
へ
の
「
愛
着
」
が
深
ま
り
、
こ
の
ま

ち
で
暮
ら
す
こ
と
に「
幸
せ
」と「
誇
り
」が
生
ま
れ
、

「
う
る
お
い
」
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、「
こ
れ
か
ら
も
岩
手

町
に
住
み
続
け
た
い
。
岩
手
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
誇
れ
る
、
夢
の
あ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

岩
手
町
が
め
ざ
す
姿

い
わ
て
ま
ち
の

い
ま

「

」

３つのまちづくりの手法

７つの基本目標

次
世
代
に
つ
な
ぐ

地
域
経
営
の
ま
ち

ひ
と
と
自
然
が
共
存
す
る

持
続
可
能
な
ま
ち

安
全
で
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

幸
せ
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

健
康
福
祉
の
ま
ち

ひ
と
と
文
化
を

大
切
に
す
る
教
育
の
ま
ち

多
彩
な
産
業
振
興
で

未
来
を
拓
く
ま
ち

住
む
ひ
と
・
来
る
ひ
と

み
ん
な
で
創
る
ま
ち

１

１

２３４５６７

まちに住むひとやまち出身のひと、
まちを訪れるひとなど、まちに関
わるすべてのひとが「岩手町」に
誇りを持ち、みんなで主体的にま
ちづくりに関わります。

地域への愛着
誇りの醸成

まち独自の魅力を生かした「岩手
町ブランド」で稼ぐまちを実現す
るための仕掛けづくりや品質向上
などに取り組み、独自のストーリー
性を高めます。

まちの
ブランド化

「誰一人取り残さない」を理念とす
る SDGs の取り組みを進め、ひと
や産業の交流を通じて、まちの活
性化とまちが長期的に発展する仕
組みの構築と実践をはかります。

持続可能性の
追求
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Pick up! Pick up!

町は「自分たちの地域は、自分たちで守る」と
いう地域住民の自主的な防災活動を推進して
います。そのため、地域防災の中核を担う消
防団の活性化を進めるとともに、町内会や自
治会などを中心に自主防災組織の結成を促
進。研修会や講習会の開催、リーダーの育成
などを行い、住民の防災意識を高めています。

町はスマートフォンやタブレット端末などで利
用できる「いわてまち子育てアプリ」の提供
を始めました。対象は、妊娠期から小学校入
学前までの子どもの保護者です。「電子母子手
帳」での健診の記録の管理、「子育て支援情報」
で休日当番医の検索など、アプリ利用で町内
および周辺の子育て情報が確認できます。

「岩手町消防団ポンプ操法並びに規律訓練競技会」で、日頃の訓練の成果を披露する岩手町消防団員。 シルバーリハビリ体操教室で笑顔と元気を届ける「シルリハいわて笑美（ほほえみ）の会」会長・田中正典さん（写真左）。

自主防災組織 いわてまち子育てアプリ

　

暮
ら
し
に
必
要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
道

路
、
河
川
、
上
下
水
道
を
地
域
特
性
に

考
慮
し
な
が
ら
整
備
し
、
住
民
の
利
便
性

を
高
め
、
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
交
通
安
全

や
防
災
基
盤
、
防
災
体
制
を
整
備
し
て

災
害
の
発
生
を
最
小
限
に
抑
え
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
防
災

研
修
会
の
開
催
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周

知
を
通
じ
て
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
の
人
的
・
物

的
協
力
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
強
固
な
防
災
体
制
を

整
え
、
消
防
団
の
装
備
充
実
と
活
動
体

制
の
強
化
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
済

や
社
会
活
動
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
道
路
の
利
便
性
を
高
め
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
路
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

町
民
の
誰
も
が
互
い
に
認
め
合
い
、
助

け
合
い
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
町
が
培
っ
て

き
た
住
民
第
一
の
保
健
・
福
祉
体
制
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

町
で
は
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
形
成
に

向
け
、
食
育
の
推
進
及
び
運
動
習
慣
の

定
着
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地

域
・
行
政
・
保
健
推
進
員
・
医
療
機
関

と
の
協
働
に
よ
り
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

高
い
健
診
率
を
維
持
し
、
が
ん
の
早
期
発

見
に
よ
り
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
「
岩
手

町
方
式
」
と
言
わ
れ
る
先
進
的
な
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
一
方
で
高
齢
者
に
は
、
地
域
で
の
つ

な
が
り
の
拡
大
や
健
康
寿
命
の
延
伸
、
生

き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
、
交
流
の
場
の
提
供
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

健
康
福
祉

幸
せ
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
康
福
祉
の
ま
ち

４

社
会
基
盤

安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

５
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